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      （図6−4）
　⑤ 蓮茎の荷降ろしと邸内への運び込み　第12紙
      （図6−5）








      （図7−5）
　⑥ 染寺御堂　第23紙残4分の1−24紙 （図7−6、 7）
下巻第1段絵
　① 化女訪問　第3紙 （図8−1）
　② 建物内の移動　第4紙 （図8−2、 3）
　③ 機織り　第4紙残4分の1−5紙 （図8−4）
　④ 織り上がった曼荼羅を掛ける　第5紙後半−6紙










      （図10−1）
　② 3菩薩到着　第16紙残4分の1−17紙前半
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る意味も含めていると考えられる。
　しかしまた、ここは絵1段の画面を合理的に連続する建築空間
として描くために、物語の時間的推移を無理に歪ませて出来上
がっているともいえる。ちょうど、≪平治物語絵巻≫の第1段の三
条殿夜討の場面のように。この個所に、13世紀的な合理的な自
然観照に基づく描写の特質が見える。
結語
　本絵巻の画面構成のありようは、計画的で理知的である。画
面構成の法則には来迎図一般にみられる左上から右下へ下降
する動線を強く意識した斜線の導入が考えられる。その斜線に
沿って構築された建築物は物語絵巻に使われる建築表現であ
る吹抜屋台の方式に描かれる。しかし、あくまでも13世紀的な写
実的な観照に基づく自然な感じに描写する姿勢に理知性を一層
強く感じさせるのは繊細で精緻な描線である。そこにこの作品の
魅力がある。
　本絵巻の1段の絵画が4−5場面で出来ている。1場面は絵
巻の縦長用紙のほぼ1枚の横幅を基準に作成されている。室内
での事象の1場面は1部屋の内に組み立てられる。1段の各場
面が画面内に右下から左上に向けて斜めに並ぶように配置され
る。画面上に、第1場面を描く部屋が右下に始まり左上に向かい
順次雁行形に上がっていき、それが一つの建築物となっている。
合理的な視線による自然な感じの有機的な建築物に見えるような
描写になっている。その基底には写実的な観照が見られる。建
築物は、上下の辺を画面天地と平行に左右を斜線にした構成で
あり、この斜線は絵巻の1段ごとに向きが左下がりと左上がりに入
れ替えられている。ここにも計画的で理知的な画面構成のありよ
うが認められる。
　その建築物の部屋には屋根と天井がない。いわゆる物語絵巻
の建築表現の吹抜屋台である。この吹抜屋台法を用いたところ
に、「説話」を描く態度ではなく、「物語」を絵巻にしている感覚が
感じられる。それは1部屋を1場面の基本にしたところにもみられ
る。女性の物語であるという理由も考えられるが、建物の深窓中
での事象を描くという状況からも窓際の部屋での出来事とは考え
難いという説明にもなっている。
　それらの部屋は、格子を上げて御簾や壁代のみを降ろすもの、
壁を抜き柱と上長押のみになるもの、その柱も上長押もないもの
がある。この違いは、その場面の事象への鑑賞者の心理的な近
接度の違いによるものと、時刻や次の場面との関係性というストー
リー 展開の問題からによるものとが考えられる。
　この吹抜屋台にストー リー に必要な人物だけを描き加える静か
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